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ウナ メからみたウシの名前 の成 立に つい て

松尾雄

1 .はじめに

牛をなぜウシと呼ぶのか，契沖の大人説，新井白

石のウ（斡地方言）・シ（宍）説及び松関静雄等の大宍

説などいくつかの説があり，さらに牛の渡来時期も

には「その地（倭）には牛

し」と記述されている。『事典人と動

物の考古学』によれば，ウシ遺体（牛骨等）

出土例は 5世紀頃（奈良県御所市南郷遺跡）であり，

ウシ型埴輪もこの頃から少ないながら出土する。

によ＊tl:f, 14コ

ら7tll：紀に渡来したと

いう。ウシの名前成立などについて再検討さと行った。

2. 上吉及び辞書文献に

あらわれる牛の名前

、っからウシと呼ばれたかはわからない。名

の呼び名の概況を記す。

的な読み（訓読

し，基本的な牛

f紀j

に其：大如牛， frl3哀記に牛婚，応神記に守二，安康記に

正i二甘とあり，すべて牛はウシと訓読みされているo

f日本書紀』では神代紀の保食神の部分で牛馬，十rti

安調紀にや，推古紀；こ長i斑牛馬，

長主権紀に殺牛馬，孝徳紀に牛馬，天武紀に守二の文字

があり，多くはウシ，神武前紀のみが牛をシシと司If

読みしている。牛をシシと読むことは注目される。

しかしながら，万葉仮名で書かれていないため，必

ずしもウシと呼ばれたという確誌はない。

万葉仮名で書かれた『万葉集J1780 

でまi：牛をコトヒウシ， 3838で事負乃牛を

コトヒノウシ， 3886 ウシと訓読みしている。

総長係i~限立｝災議大学校Tfir玄学科（Yuji Matsuo) 

コトヒウシが三宅の枕詞となっているが，コトヒ牛

が租米を屯倉（みやけ）に運ぶところから，地名の

jにかかるという。つまり，枕詞で

として使っているのである。大槻文彦

によれば，「許多負牛（ココタオヒ

ウシ）の約略j とされ，震い荷物を背負ったりした

ようである。牡牛とは限らないが，コトとには牡が

多かったため，そう呼ばれたと思料される。

の欽の中でイナムシロ告と

く牛の意味でムシの代わりに

り，万葉集では

ウシと読んで、いる。 443の牛留鳥， 2743の留牛馬及

び2839の牛鳴についても戯：舎として扱われる。

さらに，f播磨国風土記Jの塩阜（揖保郡），塩村（宍

禾郡）および『）］宮前関風土記Jの値嘉郷（松浦郡） （こ

牛の字があり，ウシと訓読みされたと推概される。

平安時代（101世紀）の源JI僚の引委名強策抄Jには牛

の和名を宇之，キi：牛（特牛）を古度比， Z寄付二を阿米三子
之とし，ウシ，コトヒ，アメウシと読まれ，ウシと

読まれているc これらのことから，ウシは万葉集（8

役紀）以前から使われている。

『日葡辞書：（土空j：ら訳）』（1603-4年）には牛をボル

トガノレ式ローマ字で記録している。

IV xi [ L:!二｝牡牛又は牝牛JICotoi ［特牛］ Boguiu, 

CottoiJ 「Vouji ［牡や｝をうじj 「Vname, Mevji ［牝

守二｝うなめ，めうじ， ~tL！二 Me吋i に向じJ IBebenoco 

｛子牛｝ベベノコ，ヰ上または牝の子牛Jさらに，

I Ameuji ［葉牛］， AcaL小｛赤正i二｝金茶色あるいは赤

茶色の牡牛又は牝牛JIRiguiu ［恕牛］ Madara Vxi （斑

牛）斑紋のある牛Jとある。ここで，黄牛とあか4二
が同じ（色の程度に差はあるかもしれなし、）である

w とがわかるO また，牛はあめや（あか牛）以外に斑

牛がいたことが知られる。斑牛とはあかと臼，黒と

白（反対もある）などの斑紋であろうか。諸橋轍次の

『大漢和辞典』では，特とはをす，製はまだら牛の

意味があるとされる。そして，日

がある場合は，ウシ vxiではなくウジ吋iと濁って
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している。吋i(vji）の使用例に Covji（子牛），

Curum判i（主主牛）, Fanaqire vji （鼻切れ牛）などがある。

現在はウシ，オ（ス）ウシ，メ（ス）ウシ，コウシと呼ぶ。

3. ウナメの解釈

日議辞書の牛のオ・ウジとメ・ウジ（ベベノコを除

く）はウシが成立してから作られているから，ウシ

らvxi，吋iなどの言葉をとり去ると，ヰ上守二

のコトイ，牝牛ーのウナメが残る。コトイは牡牝に関

係（実際は牧牛）なく， 2. の説暁のとおり役牛など

の用途をさし，

残りのウナメ（

・章表牛の意味である。そこで，

が初見か）に注医する。

ウナメ（ナメ，ウナミ及びオナメは調連・派生語）

とは一体何なのだろうか。

うと，ウナメは牛の牝と解釈される。

があり，

巻十八の蜜獣の部に以下の記述

このような伝承があったか，ウ

したものと思われる。

。牛の如きも，太古の時に

り。これも其初に

名づけ呼びし所は，今のし、ふ所の如くにはあらざり

しを，後の代に至って，今の名の出来たりけむも知

るべからず。三｜二をウといふ事は韓地の方言とこそ見

えたり。

り。J

この中に f牛をウといふJとあり，牛はウである。

牛をウという事例は，ウナメ以外に，大漢和辞典に

は名訴ではなく，「うくそ（L:j::}L十，和溺雅）Jや「う

ばり（牛深，

助詞・

なと（水の戸），

以下の説明と

り記載されている。

計毛乃

毛乃畜父也」とさ

は牝である。したがって，ウ・ナ・メは牛の牝と解釈

される。

これらの傍証として，ウナメと同じ用法で，「なj

が現代的な勃詞「のJに変化し『日本間語大辞典』で

筑前・佐賀県の方言で牡牛をウノオと呼ぶとされる。

これらは fウ十（の・な）÷OJの構造で表現される。

ウ＋（の・な）十メ ウナメ牝牛

ウ十（の・な）＋オ（ヲ） ウノオ 牡牛

また，原田章之進編著の『長崎県方言辞典』では

牝牛をウシ（五島一新魚g・三井楽及び松浦市御厨）

やウナメ（ナメ，ウナミなど）がある。それ以外に，

関係する言葉と地理的条件から北部九州でのウシ

の名前成立の過程の痕跡、を残していると類推すれ

ば， fな」が助詞 fのj に変化して，牝牛をウノ

岐・五島・松滞・島原ほか）， ウノオ（壱岐・松浦ほか）

およびウノウシ（平戸ほか）などが採集されている。

河東牧意こと寧誼麿の f悶牛十図』には御闘牛の解

説として f肥前留学野御厨寅牛を以て之を称すj と

ある。宇野御鹿（松浦一帯・平戸・五島）の街1厨とは中

世田本においては皇室や伊勢神宮など有力な神社

の荘園（神領）を意味している。とドが長崎方言ウノと

解釈すれば，宇野街l蹄（ウノの御断）は牛の荘園の意

味となる。街l器牛が京への貢牛（『国牛十鴎』では

筑紫牛に次いで、 2番問に記述，『駿牛絵詞Jでは筑

紫牛に次いで 2番駁に多し、）とされたことを考える

と傍証と思われる。京への貢正｜二は牛車を牽くコトイ

かつウノオである。これらの傍証からも「動物名

（イ・カ）÷（の・な）十OJ（イノコ，カノコなどの例）

の構造だと考えられる。

4. ウシの「シ」は宍の意味

神武天皇が東征の途中，八118烏にi尊かれて大和溺

菟問の血原に行き，兄J号，弟鴻を征設した。先に降

伏した弟猪は神武らを大いに歓迎した。神武前紀戊

q:年八月乙米に，「日にして，弟務，大きに牛酒を

設けて，

本に斑ち賜ひ，乃ち？向！謡して日はく。

を以て軍

此には学

と云ふ。j の記事がある。

この「牛摺jは牛肉と酒の意味である。牛捕とし

ては戦国策の斉策，史記の孟嘗君主倍，武安｛笑伝及び

司馬相知伝などにあり，戦酪策には盛大な宴席とされ

と宍ということ

で，単なる飾り
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しかし，本居宣長の『古事記伝』（古事類苑より

抜粋）ではこの記事に大いに反論する。

「「設牛漉（牛j簡を設けて）Jと警かれたるは，漢籍

に倣える蒋色の文なり。戎国にてこそ，かかる

どにも牛肉を主とすれども，主主調にては，古も今も

さらに無きことなり。天武天皇の御伎に，牛馬肉を

食うことを禁められしは，やや後iこ設問などにては

食し者もありたらむ。上代にはさらにさることなし。

たとえ，食し者は稀々ありしにもあれ，かかる大御

どに用いしことは決して無きことなり。ゆめ虚

文にな惑ひそ。J

して，この「牛酒Jの記事

を虚’文と断定している。が，稀ではあるが，牛肉を

食した者がいることを彼本人が自覚していたよう

である。

くは，シシと読ませるものに万葉集 1292・

2493・3344・3885で字義どおり宍， 1019で肉， 239・

379・926・1804・3278などで十六（九九算）， 239で

臨時， 3428・3531で忠之， 3848でよ子師， 199・405・

1262・3874で鹿， 478・3000・3848で鹿猪とされ，

本来の宍でない万葉仮名で表現される。歌の構成・

内容によりシシは鹿の意味が多いが，理猪の場合も

あり，校注者等により多少異なる。神代紀・垂｛二紀

の獣，斉明紀の肉をシシ，持統紀の酒宍をミキシシ

と訪I[じている。獣もシシと読まれるが，獣の宍のこ

とで，「獣のj 部分がカノシシ（鹿），イノシシ（猪）

向様に，カノ・イノが省略されていると考えた方が

合理的である。本来はシシと呼ぶ場合，務，鹿およ

び獣も猪の宍，鹿の宍および獣の宍として人が肉を

食べる前提で呼ばれている可能性がある。多くの動

物がシシと読まれ，牛もシシと表現される頃は牛肉

は食べるものであったと思われる。さらにま主‘仁二紀に

都怒、我阿羅斯等，応神記に新羅国王の子天之臼矛

（天日槍）らが，かの地で牛肉を食べる説話がある。

そして天武紀四年四月決策の詔に「牛馬犬猿鶏之宍

を食うこと莫れ」とあり，それまで獣肉が規制され

ず食べられていたようである。

神武前紀に牛j箇（牛肉と酒），雄略紀に宍勝，その他

に踊（乾肉），髄（肉醤）などの言葉があり，シシ及びシ

（東雅ではシカ，ウシ，ヒツシの例）と訓読みする前提

には肉食は上古よりなされていたと考えられる。

神武前紀で牛をシシと訓読みすることから，東雅で

カマシシと言うように，8佐紀以前にも牛を，

牛の宍の意味で rooシシ」と呼ばれている可能性

がある。

シシは新井白石の東雅巻十八では，「我調いにし

へ凡獣をばシシと云ひけり。日本紀に獣の字読をシ

シといふ。郎是也。其肉の食ふべきをや云ひぬらん。

牛をウシといひ，鹿をシカと云ひ，持羊をカマシシ

といひ，羊をとツシといふが如き，皆これ其肉の食

ふべくして，また角生ふる者共なり。必その故あり

ぬべけれど，今は其義は隠れぬ。東閣の俗には，牛

をタシといふなり。タシとはi±l鹿なり Jとあり，柳

田国男の f海南小記』では田の宍としてタジシ（タ

＼大槻文彦の『新繍大言海lw標準引

及び『長i崎県方言辞典Jiこも牛肉

や牛をタジシ（夕、ン）と採集されている。

タジシ（牛肉）を例にとり，語の形態的な類似性か

ら推定（日本語学的には資料や証拠が少なく証明で

きなし、）した。

東雅のタジシもタシも漢字の表現の違いで，向じ

（牛肉の意味）と考えられる。なお，安土桃山時

代の日葡辞書には xixi：宍＝nicu：肉とされ，

Gui uni cu：牛肉はあるが， Taxi, Taxixiなどがない

w とから，この言葉は江戸時代以鋒に使用されはじ

め，東雅（1719年）までの短い陪に，回の宍→タジシ

（夕、ンシ）→タシと変化してそのまま定着した可能

性がある。

新井白石や樹問国男が論じるように牛でも宍

xixiが関連する可能性は大きく，したがって，ウシ

もウナメ開様に fウ十の（な）十OJで構成され，牛

の宍の意味でウノシシ（あるいはウナシシ）が最初

で，「の（な）Jが省略されウシシ（類捻諾），そして，

シが省略され詰まってウシになったと想像される。

その併を鹿と搭についても参考に表 liこ付す。鹿は

王宮語でカノシシ（カの宍）とされる。日葡辞書ではシ

カを表現するのにカノシシ： Canoxixi，カシシ：

Caxixi （方言にもある），シカ： Xicaなどと表現され

る。イノシシ（ヰの宍）は古形のまま使尽されて現在

に宝っている。

したがって，ウシは自の宍のタシの最終段階に相

当する。牛の古代動物名はウの可能性が示唆される。

ただし，日本語学的な証明は資料が少なく困難であ

ることを｛寸け力Eえる。

なお，最初にウノシシ説を提唱したのが鋳方貞亮

の『改訂民本古代家畜史Jである。彼は新井白石の
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表1 5吾の形態的な類似性から作成した設立主表

シの省首長 「の（な）J

牛肉 回の宍 タジシ・タシシ

牛 りの（な）宍） （ウシシ）

鹿 カの宍 くカノシ〉 カシシ

務 ヰの宍 〈ヰノシ〉

注：表中の（）は類推誇。その他は文献，
く〉は鋳コケ説によるもの。

タシ

ウシ

（カシ）

後継者で，イノシシ，カノシシの形態的な類似性か

ら考えたようである。

「ウの能化と観る場合，ウの宍が縮まりウシとなっ

たと推祭することが可能である。とは云へ，ウノシシ

と司iiむ方がより適切であらうことは，保へば猪をヰノ

シシ又は（ヰノシ），鹿をカノシシ（又はカノシ）と司！｜む

あることによって容易に想、像せられるところで

ある。（中略）今，これを以て牛を論ずれば，必ずしも，

ウウシシ（又はウシシ）と ~Jilむ必要は無く，ウシシ又は

ウシと称呼したと考ふることも亦，決して牽強の論で

あるとして非難すべきでは無いであらう。

してその例を親ることができるからである。J

5. 牛の増殖・定着時期はいつか

牛は弥生時代渡来説があるが，その時代のウシ遺

体（牛骨）など明確な証拠はない。また，牛を朝鮮の

ウという新井白石の立誌は難しいが，ウナ

メ・ウノオなどの方言の分布状況などから，朝鮮半

島から対馬，壱l唆，九州本土到達時点で，午をウと

呼んだか，ウシ関係の名前が成立した可能性がある。

ウナメは上代詩と考えられることから，ナの使用例

は奈良時代（8世紀）以前で，この言葉は日本（｛委）へ

の牛の渡来・定着時期に近議する可能性がある。

3世紀末の競志倭人伝では倭lこ f牛馬なしJとの

（少数はいたかもしれなし、）があり，

ウシ遺体とウシ型塙輸の出土状況から， 5世紀まで

に奈良に到達・増殖し，記紀，万葉集や8世紀の肥

前回風土記の f，鳴丘ドーに富めり Jの記述を信じれば，

w の間五百年で念、激に牛頭数がi曽加しているよう

である。牛がi曽慰するためには，（国人が導入する牛

1頭， 2頭ではなく， 、牡守二，牝牛が大量にいな

いと増殖が難しい。

ウシ遺体から，奈良到達を判断すると，正i二の増

殖・定義は4世紀からウシ遺体のある 5世紀までの

200年くらいに限定される。この 200年間に牛が朝鮮

半島から大量に渡来し，定着・増殖したと思われる。

転｛担j

シカ

この点で鋳方貞亮説と一致する。｛委に｛可

が起こったのであろうか。そこで，朝鮮

半島の新羅と倭の関係（牛記事を含む）

記事を記す。

第十五代新羅国王の基続

十六代の詑解尼師今の三（312)

の王子に新議からの花嫁を求める，三十五（344)

倭障が新羅からの花嫁を求める（新経詩退），三

(345）年倭屈が国交断絶，三十七（346）年倭震が襲い

金城を包囲。第十七代の奈勿足輔今の九（364）年倭

兵が大挙侵入，三十八（393）年倭箪が侵入し（舟を捨

て）金城を包到。第十八代の実盟吊師今の元（402)

｛委国と国交，奈勿王の王子米斯欣を人質とする，凹

(405）年倭兵が授入し明活域攻撃，六（407）年倭人東

部辺境に侵入，南部近境にも侵入，十四（415）年倭

人と嵐島で戦う。第十九代の百台紙麻立干の二（418)

年米斯欣が倭国より逃げ帰る，十五（431）年倭兵が

侵入し明活域攻撃，（二十二（438）年，数民牛車法：

由民に牛や主主の扱い方告と教えた），ニ十四（440）年倭

人南部・東部辺境に侵入，二十八（444）年倭兵が金

城を包陣。第二十代の慈悲麻立干のご（459）年倭人

が兵船百余般を連ねて襲警察し月域を包囲，五（462)

年倭人が襲来し活関城を攻撃，六（463）年倭人が攻

十九（476）年倭人が東部国境に侵入，ニ十（476)

年倭人の軍裁が五道を通って侵入。二十一代の招知

麻立干の四（482）年倭人が辺境に侵入，八（486）年倭

人が盟境地帯に侵入，十九（497）年倭人が辺境侵入，

＿，二（500）年倭人が長峯鎮を攻撃。（第二十二代の

智設麻立干の三（502）年，始Fお牛耕：はじめて牛を

耕作に手rJ!lL）なお，百済との交渉記事もある。

神功紀などに新経征討の記事があり，人質の米斯

欣は神功紀摂政五年に新羅に逃げた徽叱

岐あるいは微叱己知波珍子l岐とされる。また，

麗盟の好太玉（広開土王）碑文中に記載のある

(391）年jもこの期部中に入り，朝鮮半島と

交流があったと忠われる。なお，

f委盟主議珍済輿武の時代にもあたり，

文には「道百済を盗て，船紡を装i合すJとある。

鶏志倭入信では，対馬関では f船に乗りて南北に

市議すj，一大（壱＼［皮）国でも「南北に市議すj とあ

り，三国史記にも倭翠は舟を捨て，倭人が兵船a余

般を連ねてとあり，牛が朝鮮半島から対馬，
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，九州、｜を含む本土まで船で遼ばれ，牛馬が多数

された可能性が示唆され，この時期に倭におけ

るとドの導入・定義，その後の増減が考えられる。こ

の持，牛馬と共にその利用技術（馬具・副葬品など

がこの時期に急場する）をも倭にもたらした可能性

がある。しかし，これも直接的な証拠ではなく，あ

くまで状況証拠であり，この時期にウ

が成立したかどうかは立誌できない。

i ウシの名称に関連する隈題点

牛をウとし ，ウシのシが省略されてウに

なった可能性があるが，ウそのものの意味はよくわ

からない。その他に， (1）～（3）の問鶴が発生する。

(1）牛の語源である大宍説

松i潟静雄及び大槻文彦説では牛の語源は f大宍j

とあり，有力である。これは「大jきな「宍 xixi（肉

nicu) Jの意味である。そして大宍のオオシシか

まってウシに変化したとされる。大宍には大槻文彦

説が有効である。大をウと読むことは大槻文彦の

『新編大言海』 lこ， fう おほ（お）ノ約レノレ語，大」

と解説する。併として，おほみ（大水）→うみ（海），

おほし→うし（大人），お；まま（大ま）→うま（ rまJ

は馬，こまは子潟・小馬（駒）。引委名類紫抄』には

駒は f古i札馬子也」），おほしし（大宍）→うし（牛）

などがある。大調説でよドの場合は，おほしし→うしし

（あるいはおぼし）叶うしと変化したと考えられる。

大宍の課題は，ウマのウと同じくウシのウを大と

する特｜析が揺難で，それで、は小宍とは何か，なぜ，

大宍が馬ではなく牛なのか，そもそも大とは何なの

かなど更なる課題が存在する。

(2）動物名ウの乱立，混乱

角のある大動物ウ今牛V，耳の長い飛び銚ねる小

動物ウ＝兎 V,7.kに滑る黒い鳥ウ＝鵜Vである。こ

れらが問時代にウと呼ばれていたかは判断できな

いが，存在する場合に混乱すると思われる。しかし，

いずれの時か牛はウくシ＞Vxiとなり，兎はウくサギ

>Vsaguiと呼ばれて区別されている。それによりウ

の乱立母解消されている。一音で多くの動物などが

呼ばれていた可能性がある。

なお，ウサギは十二支の卯に兎をあてることから

兎も定説どおり上古動物名ウである。鵜については

359で宇，943でフk烏， 3330で鵜などとあり，

現在でもウと呼ばれている。

(3）字義ではない，蓄葉の混乱

長崎方言で牝牛をウノオと呼び，：怯牝が逆になっ

ている。さらに， f臼本国語大辞典』では方言でウ

ナを牡のシカ（長野県飯間市），ウナを牝のイノシシ

（愛知県北設楽郡）。ウノオ（ウノヲ）を牡のイノシシ

（四国）とするが，本来の意味ではない。

と箆，猪が混同するように本来の意味が忘れられ，

多くの言言葉で表現されるが，その意味の痕跡をある

程Jj'.残しているように思われる。

7 おわりに

ここにいくつかの仮説を示したが，本稿は全体を

新井白石の『東雅Jからまとめたもので，推測の域

を出ないものである。ウナメから発展し，

説を補強しているが，ウシの語源、の証明とはなって

いない。動物名の語源は駿味で不暁確，あるいは文

献的読誕が少ないこともあり，現状では，ウシ語源

はいくつか説明はなされても証明できない。
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